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糖尿病  と  歯周病  の関係 

血糖値が高いと “◯◯症” にかかりやすくなる 

歯周病は歯周病原菌による “◯◯症” である 

歯周病になると、 

◯◯コントロールが不良になる 

歯周病が “◯◯化” しやすくなる 
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悪循環 

問1. 

問2. 
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同じ言葉が 
入るよ！ 

さぁ、答え合わせをしてみましょう！（答えは赤字です。） 

歯周病は糖尿病の合併症のひとつです。血糖値が高いと感染症にかかりやすくなるため、歯周病

原菌にも感染しやすくなります。 

歯周病になると、歯肉の炎症がインスリンの効きを悪くし、血糖コントロールが不良になります。 

すると、高血糖や血流の低下により感染を防ぐ機能が弱くなり、歯周病が治りにくく、重症化しや

すくなります。そして、インスリンの効きがさらに悪くなる悪循環にはまります。 

また、歯周病の治療によって歯肉の炎症が改善すると、インスリンの効きが良くなり、HbA1cが

0.4%程度低下したという報告もあります。 

 

日頃から食事・運動療法（＋薬物療法）で良好な血糖コントロール状態を維持しておくことは

もちろんですが、歯周病にならないためには、「正しい歯磨き」 と 「歯科医院での定期チェック」も 

実践しましょう★ 

それでも歯周病になってしまった時は、歯科医院でしっかり治療してくださいね。 

歯周病は、歯と歯ぐきのすき間から侵入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こし、さらには歯を支えている 

骨を溶かしてしまう病気です。適切なケアをせずに放置すると、最終的には歯が抜けてしまいます。 

歯周病ってどんな病気？ 

◯◯◯◯◯が効きにくくなる 


